
 生産者の皆様へ
警報発表！果樹カメムシ類の大量飛来に注意！
○県西部地域を中心に果樹カメムシの大量飛来が確認されています
○飛来が確認されていない園地でも、今後の飛来に最大限の警戒を
 お願いします
○ヒノキ・スギ林の隣接地域（特に中山間地）や台風・暴風雨後の園 
 地では、急激に発生が増加する場合があるので注意しましょう
○適切な防除により被害防止に努めましょう

令和８年10月 

みかんを加害する
ツヤアオカメムシ

果樹カメムシ類とその被害果実

チャバネアオカメムシ成虫 ツヤアオカメムシ成虫 加害され
変色・陥没した かき

○ほ場をこまめに見回り、発生状況を確認して下さい
○少数でも発生を確認したら、本虫が集合フェロモンを放出し大量飛 
 来を招く前に、直ちに薬剤防除を行うようにして下さい
○また、周辺ほ場への大量飛来がみられた場合は、飛来前の予防的な 
 薬剤散布を心掛けましょう
○登録のある薬剤をラベルを確認してから使用して下さい

防除方法

西部農林事務所 地域振興課 TEL 053-458-7219
病害虫防除所        TEL 0538-36-1543 

連絡先

最新の発生状況
はこちら
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磐田市富丘
（静岡県農林技術研究所）

ツヤアオカメムシ

発生状況

例年10月末頃まで飛来することから、 
今後も山間部から園地への大量飛来が続くことが懸念されます！ 
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